
平
成
二
十
年
三
月
四
日
提
出

質
問
第
一
三
九
号

捕
鯨
活
動
に
対
す
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
政
府
の
認
識
及
び
我
が
国
の
調
査
捕
鯨
へ
の
妨
害
活
動
に
対
す
る
政
府

の
認
識
に
関
す
る
第
三
回
質
問
主
意
書

提

出

者

鈴

木

宗

男
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捕
鯨
活
動
に
対
す
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
政
府
の
認
識
及
び
我
が
国
の
調
査
捕
鯨
へ
の
妨
害
活
動
に
対
す
る
政
府

の
認
識
に
関
す
る
第
三
回
質
問
主
意
書

「
前
回
答
弁
書
」
（
内
閣
衆
質
一
六
九
第
五
〇
号
）
を
踏
ま
え
、
再
度
質
問
す
る
。

一

本
年
一
月
十
五
日
に
発
生
し
た
、
国
際
捕
鯨
取
締
条
約
に
よ
り
国
際
捕
鯨
委
員
会
（
Ｉ
Ｗ
Ｃ
）
加
盟
国
に
認
め
ら
れ
て
い

る
権
利
に
基
づ
い
て
我
が
国
が
南
極
海
や
北
西
太
平
洋
で
行
っ
て
い
る
調
査
捕
鯨
活
動
（
以
下
、
「
調
査
捕
鯨
」
と
い

う
。
）
に
反
対
し
て
、
米
環
境
保
護
団
体
シ
ー
・
シ
ェ
パ
ー
ド
に
所
属
す
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
国
籍
の
男
性
活
動
家
他
一
名

が
南
極
海
で
「
調
査
捕
鯨
」
を
行
っ
て
い
た
第
二
勇
新
丸
に
許
可
な
く
乗
り
込
み
、
「
調
査
捕
鯨
」
の
停
止
を
訴
え
、
デ
ッ

キ
に
薬
品
を
ま
く
な
ど
危
険
行
為
を
行
っ
た
事
件
（
以
下
、
「
事
件
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
、
「
前
回
答
弁
書
」
で
政
府

は
「
御
指
摘
の
事
件
に
つ
い
て
は
、
所
要
の
捜
査
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
」
と
答
弁
し
て
い
る
が
、
「
事
件
」
の

捜
査
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
説
明
さ
れ
た
い
。

二

本
年
三
月
三
日
、
シ
ー
・
シ
ェ
パ
ー
ド
の
構
成
員
が
南
極
海
を
航
行
中
の
我
が
国
の
調
査
捕
鯨
船
で
あ
る
日
新
丸
に
異
臭

を
放
つ
薬
品
入
り
の
瓶
等
を
投
げ
つ
け
、
日
新
丸
の
乗
組
員
が
ケ
ガ
を
す
る
事
件
（
以
下
、
「
事
件
二
」
と
い
う
。
）
が
発

生
し
た
が
、
「
事
件
」
発
生
後
、
累
次
の
事
件
の
発
生
を
防
ぐ
べ
く
、
政
府
と
し
て
ど
の
様
な
対
応
を
と
っ
て
き
た
の
か
説

一



明
さ
れ
た
い
。

三

「
事
件
二
」
に
つ
い
て
も
、
「
事
件
」
同
様
、
政
府
と
し
て
立
件
を
視
野
に
入
れ
て
所
要
の
捜
査
を
進
め
る
考
え
は
あ
る

か
。

四

「
事
件
二
」
発
生
後
、
政
府
に
お
い
て
ど
の
様
な
初
動
体
制
が
と
ら
れ
た
の
か
、
省
庁
ご
と
に
詳
細
に
説
明
さ
れ
た
い
。

五

本
年
三
月
四
日
付
の
新
聞
報
道
に
よ
る
と
、
「
事
件
二
」
発
生
を
受
け
て
小
野
寺
五
典
外
務
副
大
臣
は
シ
ー
・
シ
ェ
パ
ー

ド
の
船
舶
の
船
籍
国
で
あ
る
オ
ラ
ン
ダ
の
ハ
ー
メ
ル
駐
日
大
使
に
、
小
田
部
陽
一
経
済
局
長
が
シ
ー
・
シ
ェ
パ
ー
ド
の
船
舶

が
直
前
に
寄
港
し
た
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
マ
ク
レ
ー
ン
駐
日
大
使
に
対
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
遺
憾
の
意
を
表
明
し
た
と
の
こ
と

で
あ
る
が
、
小
島
高
明
在
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
特
命
全
権
大
使
、
渋
谷
實
在
オ
ラ
ン
ダ
特
命
全
権
大
使
は
「
事
件
二
」
発
生
直

後
、
ど
の
様
な
初
動
対
応
を
と
っ
た
の
か
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

六

「
事
件
二
」
直
後
、
外
務
本
省
よ
り
五
の
両
大
使
に
対
し
て
何
ら
か
の
指
示
は
下
さ
れ
た
か
。

七

「
事
件
二
」
発
生
を
受
け
て
、
町
村
官
房
長
官
は
記
者
会
見
で
「
誠
に
許
し
難
い
行
為
だ
。
強
く
非
難
す
る
」
と
述
べ
た

と
承
知
す
る
が
、
右
の
「
強
く
非
難
す
る
」
と
い
う
言
葉
は
、
例
え
ば
昨
年
九
月
に
ミ
ャ
ン
マ
ー
に
お
い
て
日
本
人
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
の
長
井
健
司
さ
ん
が
銃
殺
さ
れ
た
事
件
に
つ
い
て
、
昨
年
九
月
二
十
七
日
の
記
者
会
見
で
町
村
官
房
長
官
が
「
死

二



者
が
出
た
と
い
う
こ
と
は
大
変
遺
憾
で
あ
る
と
、
極
め
て
遺
憾
で
あ
る
と
、
こ
う
思
っ
て
お
り
ま
す
」
と
述
べ
た
「
遺
憾
」

と
い
う
言
葉
と
、
ま
た
は
、
福
田
康
夫
内
閣
総
理
大
臣
が
昨
年
十
月
一
日
の
所
信
表
明
演
説
で
「
情
勢
が
悪
化
し
た
ミ
ャ
ン

マ
ー
で
、
邦
人
の
方
が
亡
く
な
ら
れ
た
こ
と
は
誠
に
遺
憾
で
す
。
」
と
述
べ
た
「
遺
憾
」
と
い
う
言
葉
と
ど
の
様
に
意
味
合

い
が
異
な
る
の
か
説
明
さ
れ
た
い
。

八

「
事
件
」
や
「
事
件
二
」
の
様
に
度
重
な
る
「
調
査
捕
鯨
」
へ
の
妨
害
行
為
に
は
、
毅
然
と
対
処
す
る
の
が
政
府
の
然
る

べ
き
姿
勢
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
政
府
と
し
て
ど
の
様
な
対
抗
措
置
を
と
る
考
え
で
い
る
の
か
説
明
さ
れ
た
い
。

九

「
調
査
捕
鯨
」
に
反
対
し
て
い
る
国
の
中
で
も
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
環
境
相
の
ギ
ャ
レ
ッ
ト
氏
を
は
じ
め
「
調
査
捕

鯨
」
に
異
議
を
唱
え
る
人
物
が
現
内
閣
に
お
り
、
ま
た
、
「
事
件
」
と
「
事
件
二
」
で
も
、
実
行
犯
の
中
に
同
国
籍
の
人
物

が
い
る
こ
と
、
ま
た
シ
ー
・
シ
ェ
パ
ー
ド
の
船
舶
が
寄
港
し
て
い
る
こ
と
等
か
ら
も
、
と
り
わ
け
強
硬
に
「
調
査
捕
鯨
」
に

反
対
し
て
い
る
国
の
一
つ
と
言
え
る
と
思
料
す
る
。
現
在
我
が
国
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
政
府
と
の
間
で
経
済
連
携
協
定
（
Ｅ

Ｐ
Ａ
）
締
結
に
向
け
た
交
渉
を
進
め
て
い
る
と
承
知
す
る
が
、
こ
の
様
な
中
で
、
我
が
国
が
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
Ｅ
Ｐ
Ａ
を

締
結
す
る
こ
と
は
我
が
国
の
国
益
に
資
す
る
も
の
か
。
政
府
の
見
解
如
何
。

右
質
問
す
る
。

三


